
指標と目標​
花王は、KLPを着実に推進するため、指標と目標を定め、継続的な評価と改善を行い、その取り組みのレベルを向上させながら目標達成を目指しています。​

目標と進捗

KLPの実現に向け、象徴的な3つのコミットメントと、19の重点取り組みテーマに関する指標
と目標を設定しています。これらの進捗をPDCAサイクルで管理し、取り組みのレベルを向上さ

せながら、着実な目標達成を目指します。
2025年の進捗状況は以下のとおりです。KLP推進体制のもと、未達の項目についてはその原
因を把握し、達成に向けて推進していきます。

19の重点取り組みテーマの中長期目標

重点取り組みテーマ 指標
実績 中長期目標

参照
2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

快適な暮らしを自分らしく送るために

コミットメント より清潔で、健康に、安心して年齢を重ね、自分らしく生きられ
るように、よりこころ豊かな暮らしに貢献した人数 4.9億人 5.3億人 5.2億人 5.2億人 4.9億人 10億人 2030

P315

QOLの向上 快適で、美しく、すこやかな暮らしに貢献し、こころに響くQOL
に貢献する製品数 45億個 45億個 41億個 39億個 36億個 70億個 2030

清潔で美しくすこやかな
習慣

花王の製品やサービスを使い、清潔で美しくすこやかな習慣を身
につけるために実施した啓発活動で到達した累積人数（2016年
からの累積値）

0.45億人 0.51億人 0.59億人 0.63億人 0.66億人 1億人 2030

ユニバーサル プロダクト 
デザイン

花王ユニバーサルデザインガイドラインに適合する新製品、改
良品の比率（日本） 98% 99% 99% 99%

新KPI開発中
(2027年以降開示
予定）※10

100% 2030

より安全でより健康な
製品 設定した懸念成分を対象に、花王の考え方を開示した比率 30%

（56%）※4
60%

（100%）※4
67% 77% 87% 100% 2030

思いやりのある選択を社会のために

コミットメント より活力と思いやりのある社会の実現のために、小さくても意
味のある選択を生活者ができるように提案したブランド比率 -

58%
（59%）※5

58%
（61%）※5

61% 68%※11 100% 2030

P316サステナブルな
ライフスタイルの推進

環境に配慮する生活スタイルを啓発し、サステナブルな世界を
実現するための環境啓発活動で到達した累積人数（2016年か
らの累積値）

0.11億人 0.43億人 0.48億人 0.56億人 0.63億人 1億人 2030

パーパスドリブンな
ブランド

社会的課題に対応し、生活者の暮らしや社会で共感を得られ
る、存在意義のあるブランドの比率 -

52%
（53%）※5

52%
（57%）※5

55% 59%※11 100% 2030

※1 指標や目標値の変更
※2 旧サーベイによる値（2023年版解説 P377参照）（日本のみ）
※3 目標値を千人率表記に変更
※4 旧定義による値（2024年版解説 P74参照）
※5 旧定義による値（2025年版解説 P90参照）
※6 旧定義による値（2025年版解説 P132参照）
※7 旧定義による値（2024年版解説 P388参照）

※8 �実績値を修正（スコープ1, 2排出量の算定範囲の見直しにより再集計、変更）（P149参照）
※9 実績値を修正 (スコープ3排出量の算定方法の変更により再集計、変更)（P149参照）
※10 2025年指標の再検討を実施（P94参照）
※11 2025年対象ブランドの見直しを実施（P115参照）
※12 実績値を修正（P192参照）
※13 実績値を修正（データ精査により、重複などを除外し再計算）（P164参照）
※14 実績値を修正（算定範囲を見直し再計算）（P164参照）

※15 算定範囲見直し前の値 （脱炭素：P149参照、ごみゼロ：P164参照、水保全：P176参照）
※16 実績値を修正（取水量の再集計、変更）（P176参照）
※17 実績値を修正（使用電力の再集計、変更）（P149参照）
※18 算定範囲見直し前の値（2025年版解説 P153参照）

※ 各指標の定義（数式・因子・範囲）は「Kirei Lifestyle Plan 中長期目標 解説」（P315～321）に
掲載 5252
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重点取り組みテーマ 指標
実績 中長期目標

参照
2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

暮らしを変える
イノベーション

ライフスタイルに大きく、ポジティブなインパクトを与える製品
の提案と実現（2019年からの累積値） 4件 5件 6件 7件 8件 10件以上 2030

P316

ライフスタイルに大きく、ポジティブなインパクトを与える事
業、仕組みの提案と実現 （2019年からの累積値） 3件 5件 6件 7件 9件 10件以上 2030

責任ある原材料調達
家庭用製品に使用した認証紙製品・パルプの比率 96% 97% 98% 99.6% 99.99% 100% 2025

パーム農園※までのトレーサビリティ※1
※ パーム農園には小規模パーム農園も含む

油脂サプライヤー
が管理する自社農
園まで完了

油脂サプライヤー
が管理する自社農
園まで完了

農園までのトレー
サビリティ確認：
87%完了

農園までのトレー
サビリティ確認：
88%完了

農園までの
トレーサビリティ
確認：91%完了

100%※1 2025

よりすこやかな地球のために

コミットメント 全ライフサイクルにおいて、科学的に地球が許容できる範囲内
の環境フットプリントである製品比率（日本） 9% 14% 17% 21% 23% 100% 2030

P317

外部評価機関による評価レベル
CDP気候変動 A, ​
水 A, 森林（木材） A, 
森林（パーム油） A

CDP気候変動 A,​
 水 A, 森林（木材） A, 
森林（パーム油） A

CDP気候変動 A, ​
水 A, 森林（木材） A, 
森林（パーム油） A

CDP気候変動 A, ​
水 A, 森林（木材） A, 
森林（パーム油） A

CDP気候変動 A,
水 A, 森林（木材) A,
森林（パーム油） A

最高レベル 毎年

脱炭素

ライフサイクルCO2排出量（絶対量）削減率（基準年：2017年） 4%※8 ※9
(4%)※15

6%※8 ※9
(6%)※15

12%※8 ※9
(12%)※15

16%※8 ※9
(15%)※15 17% 22% 2030

スコープ1+2 CO2排出量（絶対量）削減率（基準年：2017年） 20%※8
(20%)※15

26%※8
(26%)※15

35%※8
(35%)※15

41%※8
(42%)※15 47%

28% 2025

55% 2030

使用電力における再生可能電力の比率 39%※17
(40%)※15

48%※17
(49%)※15

57%※17
(57%)※15

69%※17
(69%)※15 78% 100% 2030

ごみゼロ

包装容器への化石由来のプラスチック使用量 91千t 88千t 79千t 77千t※13 76千t
ピークアウト
させる

2030

革新的な容器の年間普及量（花王＋社外） 0.11億個 0.13億個
0.46億個​

（0.14億個）※6
1.0億個 1.1億個 3億個 2030

花王が関与したプラスチック再資源化率 15%※14​
(1%)※15

16%※14
(3%)※15

19%※14
(6%)※15

22%※14
(8%)※15 22% 50% 2030

PET容器への再生プラスチックの使用率（日本） 19% 69% 81% 90% 91% 100% 2025

P318

花王の拠点※から排出された廃棄物量に占めるリサイクルされ
ない廃棄物量の比率　※ 生産拠点から開始 9.1% 4.2% 4.3% 4.6% 2.5%

ゼロ​
（1%未満）

2030

製品廃棄物・販促物廃棄物の削減率（基準年：2020年） 14% 20% 43% 35% 59% 95% 2030

水保全

ライフサイクル水使用量（原単位）削減率（基準年：2017年） -5%※16
(-5%)※15

4%※16
(3％ )※15

6%※16
(6%)※15

13%※16
(12%)※15 18% 10% 2030

渇水地域の製造拠点で個別に設定した水管理目標（取水関連）
を達成した拠点数比率 - - - -

-​
（2025年KPI設定、

2026年から​
進捗計測開始）

100% 2030

大気および水質汚染防止 VOC、COD※ 排出量を開示する工場の比率 ※1
※ 自工場から直接公共水域に工業廃水を排出している工場を対象とする

VOC 65%
COD 80%※12  
(100%) ※18

VOC 68%
COD 80%※12 
(100%) ※18

VOC 84%
COD 80%※12  
(100%) ※18

VOC 94%
COD 80%※12 
(100%) ※18

VOC 94%
COD 80%※12 100% 2025

※1 指標や目標値の変更
※2 旧サーベイによる値（2023年版解説 P377参照）（日本のみ）
※3 目標値を千人率表記に変更
※4 旧定義による値（2024年版解説 P74参照）
※5 旧定義による値（2025年版解説 P90参照）
※6 旧定義による値（2025年版解説 P132参照）
※7 旧定義による値（2024年版解説 P388参照）

※8 �実績値を修正（スコープ1, 2排出量の算定範囲の見直しにより再集計、変更）（P149参照）
※9 実績値を修正 (スコープ3排出量の算定方法の変更により再集計、変更)（P149参照）
※10 2025年指標の再検討を実施（P94参照）
※11 2025年対象ブランドの見直しを実施（P115参照）
※12 実績値を修正（P192参照）
※13 実績値を修正（データ精査により、重複などを除外し再計算）（P164参照）
※14 実績値を修正（算定範囲を見直し再計算）（P164参照）

※15 算定範囲見直し前の値 （脱炭素：P149参照、ごみゼロ：P164参照、水保全：P176参照）
※16 実績値を修正（取水量の再集計、変更）（P176参照）
※17 実績値を修正（使用電力の再集計、変更）（P149参照）
※18 算定範囲見直し前の値（2025年版解説 P153参照）

※ 各指標の定義（数式・因子・範囲）は「Kirei Lifestyle Plan 中長期目標 解説」（P315～321）に
掲載
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重点取り組みテーマ 指標
実績 中長期目標

参照
2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

外部評価機関による評価レベル
最高レベル

(「World s̓ Most Ethical 
Companies®」選定)

最高レベル
(「World s̓ Most Ethical 
Companies®」選定)

最高レベル
(「World s̓ Most Ethical 
Companies®」選定)

最高レベル
(「World s̓ Most Ethical 
Companies®」選定)

最高レベル
(「World s̓ Most Ethical 
Companies®」選定)

最高レベル 毎年

P319

重大なコンプライアンス違反※件数​
※ �経営に重大な影響を与え、企業価値を大きく毀損するコンプライアンス違
反案件をいう

0 0 0 0 0 0 毎年

徹底した透明性 成分情報が簡単に入手できる製品比率（家庭用製品） 12% 18% 22% 22% 22% 100% 2030

人権の尊重 人権デュー・ディリジェンス対応実施率（社内 、サプライヤー、
委託先におけるリスクアセスメント）

社内100%​
サプライヤー60%
委託先3%

社内100%​
サプライヤー62%​
委託先15%

社内100%​
サプライヤー81%​
委託先19%

社内100%​
サプライヤー90%​
委託先26%

社内100%​
サプライヤー99.9%​
委託先27%

100% 2030※1

受容性と多様性のある
職場

社員エンゲージメントサーベイにおける“インクルーシブな組
織風土”に関するスコア（満点スコア：100） - （69%）※2 62 63 65 75 2030

女性社員比率に対する女性管理職比率※​
※ グループ各社の管理職ポジション数に基づく加重平均により算出

75.8%
（30.2%）※7

75.9%
（30.5%）※7

76.2%
（31.1%）※7 78.1% 79.4% 100% 2030

P320社員の健康増進と安全

休業災害度数率（100万時間あたり） 0.65 0.65 0.71 0.83 0.68 0.15 2030

平均長期休業日数（日／人）※ 日本から開始 197 182 195 220 236 105 2030

長期休業者率（千人率）※ 日本から開始 23.2 28.7 25.6 27.2 25.2 12.0※3 2030

社員エンゲージメントサーベイにおける“社員活力度”に関する
スコア　（満点スコア：100） - （77%）※2 59 61 62 70 2030

人財開発

社員エンゲージメントサーベイにおける“挑戦を推奨する組織
風土”に関するスコア（満点スコア：100） - （79%）※2 61 63 64 80 2030

社員エンゲージメントサーベイにおける“働き方満足度”に関す
るスコア（満点スコア：100） - （74%）※2 60 63 65 75 2030

P321

責任ある化学物質管理

安心して使い続けられる製品・原料の有用性と安全性情報の
公開率 14% 29% 38% 48% 57% 100% 2030

事業拠点において、原材料調達から廃棄までを考慮し、健康・
環境・安全への影響を管理できた比率 96% 98% 93% 96% 98% 100% 毎年

※1 指標や目標値の変更
※2 旧サーベイによる値（2023年版解説 P377参照）（日本のみ）
※3 目標値を千人率表記に変更
※4 旧定義による値（2024年版解説 P74参照）
※5 旧定義による値（2025年版解説 P90参照）
※6 旧定義による値（2025年版解説 P132参照）
※7 旧定義による値（2024年版解説 P388参照）

※8 �実績値を修正（スコープ1, 2排出量の算定範囲の見直しにより再集計、変更）（P149参照）
※9 実績値を修正 (スコープ3排出量の算定方法の変更により再集計、変更)（P149参照）
※10 2025年指標の再検討を実施（P94参照）
※11 2025年対象ブランドの見直しを実施（P115参照）
※12 実績値を修正（P192参照）
※13 実績値を修正（データ精査により、重複などを除外し再計算）（P164参照）
※14 実績値を修正（算定範囲を見直し再計算）（P164参照）

※15 算定範囲見直し前の値 （脱炭素：P149参照、ごみゼロ：P164参照、水保全：P176参照）
※16 実績値を修正（取水量の再集計、変更）（P176参照）
※17 実績値を修正（使用電力の再集計、変更）（P149参照）
※18 算定範囲見直し前の値（2025年版解説 P153参照）

※ 各指標の定義（数式・因子・範囲）は「Kirei Lifestyle Plan 中長期目標 解説」（P315～321）に
掲載
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19の重点取り組みテーマの2025年実績サマリー

重点取り組みテーマ 課題​ 注力事項​ 注力事項に対する成果​ 今後に向けて​ 掲載箇所​

快適な暮らしを自分らしく送るために

QOLの向上

● �QOLに貢献する製品数は36億個であり、
2030年目標70億個との乖離が拡大して
いる
 ● �製品の大容量化、まとめ買い需要への
対応、およびヘルシア事業売却等の事業
ポートフォリオ再編により、数量ベース
では減少しているが、金額ベースでは中
国構造改革・価格戦略見直しにより成
長を維持している
 ● �現行の数量指標では、生活者への提供
価値の質的向上を可視化できないため、
新指標体系の導入が必要

● �スキンプロテクションのグローバル展開：
紫外線から肌を守る「UVケア」、紫外線
を浴びずに日やけしたかのような肌を演
出する「セルフタンニング」、肌にやさしい
成分で蚊を寄せ付けにくくする製剤などの
「環境プロテクション」
 ● �乳がん啓発活動「ピンクリボンキャン
ペーン」の拡大
 ● �生活者の質向上の観点も含めて把握で
きる評価手法の検討

● �スキンプロテクション：欧米における健康・
安全に配慮した肌色提案として「Jergens® 
Natural Glow」のテスト販売を開始

● �ピンクリボン：花王公式SNS連動型キャ
ンペーンを実施（リアクション1件につき
10円を寄付）

● �生活者の満足度や暮らしへの貢献の度合
いといった生活の質の向上の観点も含め
て把握できる評価手法の導入検討に着手

● �スキンプロテクション事業の売り上げ
2030年1,000億円達成

● �蚊媒介感染症（デング熱等）対策​
「GUARD OUR FUTURE」プロジェクト
の推進
 ● �新KPI体系の整備

>�QOLの向上（P80）

清潔で美しくすこやかな
習慣

● �啓発活動の累積到達人数は0.66億人に
とどまり、2030年目標1億人との乖離が
大きい

● �テーマ数の拡大に対し、累計到達人数の
伸びは限定的であり、活動単位あたりの
到達効率に課題

● �展開国・地域は2024年9カ国・地域から、
2025年8カ国・地域と縮小しており、グ
ローバル展開の加速が必要

● �ブランド主導の活動と全社活動の連携強
化による展開深化

● �大規模リーチ型活動と少人数パーソナル
型活動の組み合わせ最適化

● �教材提供・販売網活用による啓発効果の
向上

● �パーソナル型啓発活動の拡充：ニーズに
きめ細かく対応した「婚活メンズセミナー」
（国内）、「KATEメイクセミナー」（香港）
等を展開
・累計到達人数：0.66億人​
・テーマ総件数：82件（前年比＋31件）​
・展開：8カ国・地域
● �教材提供・販売網活用による啓発効果の
向上

● �全社横断の啓発活動推進体制の構築検討
（実施部門・テーマ別連携強化、効果測
定の標準化）

>�清潔で美しく健やかな習慣
（P86）

ユニバーサル プロダクト 
デザイン

● �現行UDガイドライン適合比率は日本で
99％の高水準を3年連続で維持している
が、適用範囲が国内に限定されている
 ● �現行ガイドラインは製品のみにとどまっ
ており、多様性の要素を十分反映できて
いない
 ● �生活者の実使用体験・実感を反映しき
れていない

● �国内の新製品・改良品におけるUDガイ
ドライン適合の徹底（対象：家庭用製品）
 ● �多様化社会・グローバル展開に対応し
た新UDガイドラインの策定および新指
標の開発

● ��国内UDガイドライン適合比率99％を維
持

● ��グローバルで運用可能な新UDガイドラ
インの策定（2027年以降）

● ��DE&I視点を持つ外部団体との連携活動
の継続

● ��新UDガイドライン・新指標の確立と、海
外への適用範囲拡大

● ��2026年：グローバルUD基準の枠組み
策定／2027年以降：新指標による管理
開始を目指す

>�ユニバーサルプロダクトデ
ザイン（P92）

より安全でより健康な
製品

● ��成分や製品の安全性に対する、生活者・
顧客・社会における漠然とした懸念が高
まっている

● ��社会の情報化の進展に伴い、生活者の情
報へのアクセスが向上する一方、誤情報
が拡散している

● ��予防原則に基づく化学物質の過剰規制が
広がり、化学物質の便益享受とのバラン
スに課題がある

● �透明性のある情報開示
● �安全な成分の利用および安全な製品の
開発

● �コミュニケーションと業界活動を通じた、
化学物質規制の先行対応

● �2025年に使用しない成分として3成分を
公開し、KPIを達成

● �環境中への残存や健康被害の可能性が
指摘されているPFASを含有しない、効
果的な泡消火剤を開発

● �化学忌避剤を含まない「Bioré GUARD 
Mos Block Serum」を開発

● �塩化ベンザルコニウムの安全性分類
（GHS分類）の精緻化により、過剰規制
リスクを回避

● �国際基準への準拠も念頭に置いた、懸念
成分情報を公開する

● �ポートフォリオ評価による成分使用状況
の可視化、サステナブル原料への代替の
促進、安全な製品開発を推進する

● �WBCSDなどとのグローバルパートナー
シップのさらなる推進を通じた、化学物
質規制に対するプロアクティブな活動の
強化・継続

>�より安全でより健康な製品
（P100）
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重点取り組みテーマ 課題​ 注力事項​ 注力事項に対する成果​ 今後に向けて​ 掲載箇所​

思いやりのある選択を社会のために

サステナブルな
ライフスタイルの推進

● �環境啓発活動の累積到達人数は0.63億
人にとどまり、2030年目標1億人との
ギャップが大きい

● �国内到達人数の拡大に加え、海外展開の
加速が必要

● �サステナブルなライフスタイルを提案す
る情報発信活動の拡大

● �TVCFやYouTubeを通じた、脱炭素・節
水に資する商品の紹介

● �花王中国ウェブサイト上での特設サイト
の展開

● �地域コミュニティとの連携（「すみだ月祭」
等）

● �TVCF・YouTube等のメディアを通じた
啓発コンテンツの展開

● �花王中国ウェブサイトでの特設サイトを
公開

● �「すみだ月祭」における環境イベントを実
施

● �累計到達人数：0.63億人（前年0.56億人）

● �企業広告「もったいないを、ほっとけな
い。」の海外展開を推進する

● �海外重点地域（中国、東南アジア等）にお
ける啓発活動の拡大

＞�サステナブルなライフスタ
イルの推進（P107）

パーパスドリブンな
ブランド

● �当社の事業実態と現行KPI算定対象ブラ
ンドの間にずれが生じていた

● �化粧品事業を中心に「ブランド力調査」の
実施頻度・対象にばらつきがあり、KPI
の実効性に課題があった

● �上記により、KPI比率と取り組みの実態
に乖離が生じていた

● �花王のパーパスを体現する対象ブランド
の再定義（花王の売り上げを支える主要
ブランド、化粧品事業の注力6ブランド）

● �再定義したブランドにおけるパーパスドリ
ブン活動の推進

● �「�ブランド力調査」の実施対象拡大と運用
品質の向上

● �対象ブランドの再定義を完了し、新定義
ベースで59%

● �再定義ブランドにおける社会的価値創出
の進展
	・�キュレル：日本の敏感肌市場で過去最
高シェアを更新、グローバル敏感肌市場
（4.5兆円）への展開（13エリア）を加
速

 	・�ロリエ：「職場のロリエ」「学校のロリエ」
を通じた月経課題への取り組みで生活
者・企業・教育機関からの共感を獲得

  ・�SENSAI：ユネスコエコパークでの自然
環境保護、文化継承支援、がん患者支
援プログラムへの寄付等を通じた社会
的価値の創出

● �化粧品注力6ブランドにおける「ブランド
力調査」の実施推進と全6ブランドへの拡
大

＞�パーパスドリブンなブラン
ド（P113）

暮らしを変える
イノベーション

● ��着実にイノベーションを生み出し続け、
各種の受賞につながっているが、単年度
の成果報告に限定され、複数年の波及効
果まで適切に反映できていない

● ��技術イノベーションによる複数事業への
財務インパクトの定量的評価が複雑であ
る

● �事業・エリアを横断した技術の連鎖によ
る、イノベーションの持続的創出と波及

● �財務面と環境・社会の両方におけるポジ
ティブなインパクトの創出

● �事業横断で独自天然由来洗浄成分を活用
した新価値提案（ビオレ ザ ボディ ととの
い肌）

● �日本の技術と海外の生活者理解の融合に
よる新商品提案（Jergens Lotion Bursts）

● ��ケミカル事業における顧客の環境課題解
決と新規売上創出の両立（常温防錆洗浄
剤）

● ��継続的なイノベーションの創出と他商品・
事業への拡大を推進する

＞�暮らしを変えるイノベー
ション（P123）

責任ある原材料調達

● �パーム農園までのトレーサビリティ確保
が多くの仲介業者の存在により不明瞭で
あり、人権・環境リスクの特定や是正が
十分にできない可能性がある

● ��サプライチェーンにおける社会課題への
対応が十分でない場合、人権・環境リス
クの特定や是正が十分にできない可能性
がある

● ��サプライヤーとの連携によるトレーサビリ
ティの確保

● �独立小規模パーム農園の課題解決に関す
る取り組み
・�独立小規模パーム農園支援（生産性向
上支援、RSPO認証取得支援）

・�独立小規模パーム農園からの認証クレ
ジット購入
・�花王グリーバンスメカニズム対象農園
数の拡大

● �パーム農園までのトレーサビリティ
（TTP）：2025年末時点で91%
● �独立小規模パーム農園支援：のべ4,630
農園（昨年比1,141農園増）

● �独立小規模パーム農園からのクレジット
購入：42,488t（昨年比18,250t増）

● ��花王グリーバンスメカニズム対象：323
農園（昨年比64農園増）

● ��サプライヤーと連携しながら、パーム農
園までのトレーサビリティ（TTP）100%
を目指す

● �アセスメントや花王グリーバンスメカニズ
ムの結果を踏まえ、 サプライヤーとの対
話や支援を通じたリスク低減に向けた取
り組みを継続する

● �紙・パルプに関する情報をダッシュ
ボード形式で開示する

＞�責任ある原材料調達
（P130）
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重点取り組みテーマ 課題​ 注力事項​ 注力事項に対する成果​ 今後に向けて​ 掲載箇所​

よりすこやかな地球のために

脱炭素

● �ライフサイクルCO2排出量：原材料調達、
使用、廃棄・リサイクルの排出量が9割以
上（92%）を占めており、バリューチェー
ン全体での削減が必要である

● �スコープ1+2 CO2排出量：購入電力の再
エネ化の完遂に加え、直接排出の削減な
どによるエネルギー効率の向上が必要で
ある

● �使用電力における再生可能電力の比率：
アジアの工場では、日本と比較してスコー
プ2排出量が多い

● �ライフサイクルCO2排出量：ステークホ
ルダーとの協働によるバリューチェーン
全体におけるCO2排出量の削減

● �スコープ1+2 CO2排出量：アジアにおけ
る再エネ電力の調達および低炭素設備へ
の投資と、生産拠点におけるエネルギー
効率の改善活動

● �使用電力における再生可能電力の比率：
アジアの工場における再生可能電力の調
達

● �ライフサイクルCO2排出量：すすぎ1回
を可能にした衣料用洗剤、すすぎ時のお
湯や水の使用量を削減する食器用洗剤、
全身洗浄料などの製品を通じ、対基準年
△17％／前年比△1％（花王グループ）
を達成

● �スコープ1+2 CO2排出量：豊橋工場自動
倉庫、花王インドネシアのカラワン工場、
上海花王、すみだ事業所に増設した太陽
光発電の稼働開始、並びにスペイン所在
のケミカル事業工場におけるバイオマス
熱利用プラントの新設などにより、対基
準年△47%／前年比△6%（花王グルー
プ）を達成

● �使用電力における再生可能電力の比率：
ピリピナス花王、花王ベトナム、花王イン
ドネシア化学の再生可能電力調達により
78% ／前年比9%増（花王グループ）を
達成

● �ライフサイクルCO2排出量：製品使用時
のCO2排出量低減、原料の低炭素化やサ
プライヤーとの連携、バイオマスの利用
や炭素化リサイクル技術により、バリュー
チェーン全体の低炭素化を継続的に前進
させる

● �スコープ1+2 CO2排出量：各工場におけ
る省エネの自主活動を推進するため、エ
ネルギー関連データを自動集計・可視化
するツールの開発を継続し、工場間で共
有する。併せて、エネルギー効率化に関
する意識啓発を目的とした、脱炭素に関
する従業員向けオンライン研修を実施す
る。さらなる低炭素設備化の検討および
グリーンエネルギーの調達を進める

● �使用電力における再生可能電力の比率：
調達困難拠点での再生エネルギー調達の
検討など、再エネ比率100%に向けた取
り組みを進める

＞脱炭素（P143）​
�＞�製品ライフサイクルと環
境負荷（P198）

ごみゼロ

● �花王が関与するプラスチック再資源化率
のさらなる向上が必要である

● �社会全体での資源循環基盤の構築・高
度化が求められる

● �製品廃棄物・販促物廃棄物のさらなる削
減が必要である

● �家庭用製品における再生プラスチック活
用の拡大

● �革新的な容器の開発・実装
● �つめかえパウチの回収スキームの拡大
（2024年小田原市、2026年和歌山市・
酒田市で開始）

● �生産計画および在庫の適正化、返品廃棄
の削減、販促物の管理レベルの向上

● �容器包装の再生プラスチック使用量：6.7
千t（前年比＋5%） 

● �革新的な容器の普及量：1.1億個（前年
比+10%）

● �リサイクリエ―ション活動によるつめかえ
パウチの回収量：12t（2025年実績）

● �製品廃棄物・販促物廃棄物の削減率：
59%(前年比+24%)

● �さらなる再生プラスチック活用を推進する
● �ステークホルダーとの連携強化による資
源循環モデルを構築する

● �製品廃棄物・販促物廃棄物のさらなる削
減に取り組む

＞ごみゼロ（P161）

水保全

● �生産拠点での継続的な取水量削減は着
実に実施している一方、水ストレス等を
踏まえた拠点別水管理への高度化が必要
である

● �水ストレス地域における生産拠点の特定
を進めるとともに、取水削減・再利用等
を含む拠点別水管理目標の設定・開示
の整備を推進

● �水ストレス・水質リスクを踏まえた生産
拠点14拠点を特定し、拠点別水管理目標
を策定

● �拠点別目標に基づく施策の実行と進捗管
理を強化し、生産拠点における水管理の
実効性向上を推進する

＞指標と目標（P176）

大気および​
水質汚染防止

● �VOC、CODの開示可能な工場の拡大が
求められる

● �VOC、CODの開示100%に向けた取り組
み

● �VOC開示率の向上（2020年0%、2025年
94%)

● �定期的に教育・研修を実施する
● �工場間でノウハウを共有する

＞指標と目標（P192）
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重点取り組みテーマ 課題​ 注力事項​ 注力事項に対する成果​ 今後に向けて​ 掲載箇所​

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

花王グループの企業活動に関わる場面に
おいて、ハラスメントの発生を防止する体
制の強化が必要である

● �一切のハラスメントの撲滅を目指すため
のアクション
・ �2025年4月に社長ビデオメッセージ「ハ
ラスメントを一切許さず、従業員を守り
ます」の発信
・ �2025年5月にコンプライアンスメッセー
ジの発信
・�コンプライアンスケーススタディ発信を
通じた、声の上げやすさの促進

● �通報・相談件数の増加（434件→474件、
前年比109％）

● �上記におけるハラスメント関連の通報・
相談の比率（20％→29％、前年比145％）

● �セクハラガイダンスを発信する
● �ハラスメント防止に向けた会社の姿勢を
継続的に発信する（イントラ、研修等）

＞�実効性のあるコーポレー
ト・ガバナンス＞指標と
目標（P203）

徹底した透明性

● �KPIの算出に「ブランド数」を用いている
ため、同一ブランド内で新規の開示や更
新が行われても、新規ブランドでの開示
がない限り、KPIの数値が変化せず、活
動の可視化が十分にできていない

● �透明性を支えるデータ基盤システムの継
続的な充実とデータ活用

● �構築した仕組みの活用
● �開発したアプリケーションを活用した業
務推進

● �ESGデータプラットフォームプロジェクト
の活動領域の拡大

● �KPIの数値に加えて、香料成分名を開示・
更新したアイテム数の履歴表を追加掲載
（同一ブランド内の新製品や改良に伴う
情報更新により、計39アイテムの開示を
行った）

● �開発したアプリケーションの活用により
業務を効率化し、従来比で作業時間を約
1/10～1/100以下に短縮するとともに、
年間9,000時間以上の業務時間を削減

● �出力対象となる製品群や、取り扱う環
境関連データを拡大（環境リスク評価、
CO2排出量等）

● �活動の見える化に加え、生活者にとって
現在求められている情報を再定義し、「透
明ブランド戦略（香料成分名開示）」の見
直しを進める

● �開発したアプリケーションの機能拡充実
とユーザー拡大を図る

● �ESG関連情報を顧客価値の創出および価
値向上につなげる活動を推進する

● �活発化する各種開示義務化に迅速に対応
するためのデータ整備とシステム構築

＞�徹底した透明性＞指標と
目標（P221）

人権の尊重

● �委託先の人権リスク調査実施率が目標を
下回っている

● �グリーバンスメカニズム（外国人労働者
向け）の相談件数がゼロである

● �委託先の人権リスク調査のプロセスの見
直しと網羅性の向上

● �対面コミュニケーションの強化（国内）
● �外国人雇用会社における対応状況の確認

● �委託先における人権リスク調査実施率：
27%

● �相談件数の目標値は設定していないが、
利用がない状況については、制度として
の不備の可能性も踏まえて確認が必要
（ただし、意見交換を通じ、雇用会社の
取り組みにより相談が不要となっている
可能性もある）

● �プロセスを見直し、別調査を許容するな
ど網羅性を優先する。

● �継続的に状況を確認し、併せて、協力会
社との関係性向上・労働環境改善をはか
る

＞�取り組み「社内、サプラ
イヤー、委託先における
人権リスク調査の実施」
（P232）

＞�取り組み「グリーバンスメ
カニズムの展開」（P234）

受容性と多様性のある
職場

● �認知的多様性を組織の強みとするため、
心理的安全性の高い組織になる必要があ
る

● �さまざまな階層の意思決定の場におけ
る多様性を確保するため、多様性のひと
つとして女性管理職を増やす必要がある
が、特に日本においてさらなる改善が必
要である

● �DE&Iの意義理解、心理的安全性やアン
コンシャスバイアスの理解と実践に向け
た活動をはじめとした、各種教育・啓発
活動など

● �女性活躍推進

● �社員エンゲージメントサーベイにおける
「インクルーシブな組織風土」のスコア：
65

● �女性社員比率に対する女性管理職比率：
グローバル79.4%、日本71.4%

● �ダイバーシティマネジメントに関する管
理職層への教育啓発を実施する

● �心理的安全性・アンコンシャスバイアス
に関する教育を継続する

● �女性活躍推進、特に性別役割分業意識の
払拭に向けて取り組む

＞�取り組み「DE&Iへの理解
深耕」「対話を中心とした
組織風土醸成」（P274）

＞�取り組み「女性活躍推進」
（P269）
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重点取り組みテーマ 課題​ 注力事項​ 注力事項に対する成果​ 今後に向けて​ 掲載箇所​

社員の健康増進と安全
（健康）

● �日本国内では、元気でいきいきと働く社
員が高水準に推移している一方、長期休
業者の増加が課題となっており、メンタ
ル・フィジカル双方への働きかけが重要
である

● �心身ともに良好な状態を保つため、化学
物質をはじめとする有害因子のモニタリ
ングと低減策を継続して実施する必要が
ある

● �こころの健康度の向上
● �治療と就業の両立
● �化学物質を含む有害因子と社員の健康リ
スクマネジメント

● �こころのウェルネス研修（基礎）受講率
79.4%、理解度96.0%

● �二次検査受検率97.6%
● �有害因子と社員の健康リスクマネジメン
トプロジェクトを推進

● �こころの健康度向上に向け、必須研修お
よびラインケア研修の受講率・理解度を
高める

● �より良い状態で働ける人を増やすため、
休復職支援および治療と就業の両立支援
に取り組む

● ��化学物質をはじめとする有害因子の社員
の健康への影響を低減するため、全社横
断の「有害因子と社員の健康リスクマネ
ジメントプロジェクト」を始動し、取り組
みを推進する

＞�社員の健康増進と安全
（健康）（P276～291）

社員の健康増進と安全
（安全）

● �労働災害における生活型災害（転倒・動
作反動）が増加しており、手すりの設置や
段差をなくすなどの設備的な対応だけで
なく、従業員への教育や意識づけが重要
である

● �生活型災害（転倒、動作反動）の撲滅
● �労働災害のうち、生活型災害が約半数を
占める

● �生活型災害を低減させる従業員への意識
づけ教育に取り組む

＞�取り組み「休業無災害表
彰制度による安全意識の
向上」（P297）

＞�取り組み「グローバルで
安全スローガンを共有」
（P298）

人財開発

● �社員が活力を最大化し、「グローバル・
シャープトップ」な人財と組織運営を実
現していくためには、社員が挑戦と成長
を続けられる仕組みづくりと、さらなる連
携の活発化が必要である

● �公平な機会の提供と、それをベースにし
た人財・組織・環境面での人財戦略の
遂行

● �社員エンゲージメント：68（2025年）

● �将来を担うリーダー人財の選出・育成を
強化する

● �人財育成・能力開発プログラムを拡充す
る

＞�取り組み「グローバルリー
ダー人財の選出」（P249）

＞�取り組み「人財育成・能力
開発プログラム」（P245）

責任ある化学物質管理

● �規制高度化に対応したリスク管理の強化
と、事故ゼロ（労災・漏洩・火災等）の
継続

● �情報開示要求の高まりを踏まえた、サプ
ライチェーン連携の強化

● �リスク評価の高度化と事故の未然防止の
推進

● �安全性要約書やSDSの整備による情報
開示と連携強化

● �花王優先評価物質に関する安全性情報
の公開率：57%（12/21物質、2025年）

● �事業拠点における健康・環境・安全影響
の管理比率：98%（2025年）

● �化学物質コミュニケーション：16件（情
報発信を含む、2025年）／教育：3件
（2025年）

● �リスク評価手法の高度化とグローバル展
開

● �情報開示の標準化とサプライチェーン連
携の強化

● �安全意識向上による事故の未然防止の推
進

＞�責任ある化学物質管理＞
指標と目標（P305）
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3つのコミットメントの進捗と考察

3つのコミットメントごとの進捗状況は以下のとおりです。各コミットメントは、主指標の動き
に加え、その背景にある事業構造や提供価値の変化も踏まえて総合的に進捗を評価しています。
2030年目標の達成に向けては、いずれのコミットメントにおいても、進捗の質と速度の両面で
さらなる改善が必要であると認識しています。

1. 快適な暮らしを自分らしく送るために
本コミットメントでは、「より清潔で、健康に、安心して年齢を重ね、自分らしく生きられるよう

に、よりこころ豊かな暮らしに貢献した人数」、すなわち花王の製品・サービス・活動を通じて
快適でこころ豊かな暮らしを実現できる人数について、2030年に10億人を目標としています。
本指標は、対象製品の販売数量等を基礎に生活者への到達人数を推計するものです。2025年
の実績は、前年から減少し4.9億人となりました。これは主に、近年の生活者ニーズの変化を踏
まえた大容量製品・高付加価値製品へのシフトを戦略的に推進してきた結果です。こうした取
り組みにより、生活者一人ひとりが自分の状態やニーズに合った製品をより選びやすい環境が
整いつつあり、生活者のQOL向上への貢献は着実に深まっていると考えています。一方で、こう
した質的な価値提供の広がりは、販売数量を基礎とした到達人数だけでは十分に捉えきれない
と認識しており、QOLを向上させるブランド発の活動（啓発など）推進件数が62件と拡大して
いることもその表れです。
2030年目標から見た進捗は十分とはいえず、対象製品・サービスの拡大と提案内容の深化

を加速する必要があると認識しています。今後は、「快適で、美しく、すこやかな暮らしに貢献し、
こころに響くQOLに貢献する製品」の提供拡大に取り組むとともに、到達範囲の拡大と並行し
て、生活者の行動変容や満足度といった価値提供の質的側面についても、補完的な視点として
把握・開示の充実を進めていきます。

2. 思いやりのある選択を社会のために
本コミットメントでは、「より活力と思いやりのある社会の実現のために、小さくても意味のあ

る選択を生活者ができるように提案したブランド比率」について、2030年に100％を目標として
います。当該比率は、生活者への到達規模等を踏まえた主要ブランドを母集団とし、当社が定め
る適合基準を満たすブランドの比率として算定しています。なお、母集団および適合基準は、事
業環境の変化を踏まえて定期的に確認しており、2025年は、生活者への影響をより的確に反映

する観点から、運用の見直しを行いました。
2025年の実績は68%となり、前年から増加しています。なお、本比率は見直し後の算出基準

に基づくものであり、旧基準による参考値は61%です。これは「パーパスドリブンなブランド」に
おいて消費者から高い共感を得たブランドに加え、「暮らしを変えるイノベーション」における技
術革新や「サステナブルなライフスタイルの推進」における環境啓発の取り組みを実装したブラ
ンドの拡大によるものです。
今後は、対象ブランドの拡大を通じた実質的な取り組みの裾野拡大と、生活者にとって意味

のある選択肢の提案内容の高度化に重点を置いて取り組みます。

3. よりすこやかな地球のために
本コミットメントでは、「全ライフサイクルにおいて、科学的に地球が許容できる範囲内の環境

フットプリントである製品比率」の向上について、2030年に100％を目標としています。当該比
率は、ライフサイクルアセスメント（LCA）に基づく主要な環境負荷指標について、当社が設定す
る閾値を満たす製品の比率として算定しています。
2025年の実績は23％となり、前年の21％から上昇しました。進捗は着実に前進しているも

のの、2030年目標との間にはなお大きなギャップがあり、対象製品の拡大を加速する必要があ
ります。2025年は、節水性能が高い衣料用洗剤「アタック」や食器用洗剤「キュキュット」等に
おいて適合要件を満たす製品の売上数量が増加したことに加え、容器包装における再生素材の
採用拡大などが進捗の主な押し上げ要因となりました。
一方で、現時点では適合要件を満たす製品群は限定的であり適合拡大が課題です。今後は、
濃縮化・低炭素原料の活用・節水性能の向上などの技術開発と商品展開を通じて適合拡大を
進めるとともに、製品設計段階からライフサイクル全体での環境負荷低減を組み込むことで、進
捗の加速を図ります。

なお、3つのコミットメントについては、事業環境や社会課題の変化を踏まえ、その実効性を
より高める観点から、マテリアリティ分析に基づく見直しを進めています。見直しの方向性につ
いては、適切な時期に開示いたします。

6060

編集方針

CEOメッセージ

ESG部門統括メッセージ

ESGハイライト

特集／
持続可能なパーム油の
サプライチェーン構築

企業理念

花王の価値創造プロセス

戦略

指標と目標

ガバナンス

リスク・機会管理



環境・社会インパクトの定量化

花王の事業が環境・社会に及ぼすインパクトの大きさや内容を明示し、企業価値向上や投資 
に対する説明責任を果たすことが大切だと考えています。2025年もESG情報開示研究会に参 
画し、ESG情報の開示のあり方について議論を深めました。また、2018年より社会的インパク 
トの金額換算を実施し、2025年も下表の指標を用いて算定し、社会への影響を評価しました。

テーマ アウトプット インパクト

脱炭素 ライフサイクルCO2排出量（絶対量） ライフサイクルCO2排出量（絶対量）の社会​
コスト

ごみゼロ プラスチック包装容器使用量 プラスチック包装容器使用量の社会コスト

Study on Returns to Kao's Stakeholders In FY2017
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/global/en/sustainability/pdf/databook-2017-study.pdf
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